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ドイツ実習（Bad　Oeynhausen：バード　ユーンハウゼン） 
心臓病糖尿病センター（Herz-und-Diabetes Zentrum）
伊藤善郎
1 ．はじめに，僕は海外での病院実習を志した
　僕はもともと海外志向が強かったです。ただ，旅行としてではなく，そこで生活することに興味がありま
した。 1 年時には語学研修で 1 ヵ月，New Zealandに行きました。日本とは違う文化，人々，世界に出会う
ことが僕の興味の本幹にあるのだと思います。そして医療に関しても日本では見られない世界や，海外のド
クターがどのような人々なのか興味を持ちました。
2 ．ドイツを選んだきっかけは心臓に興味があったからではなかった……
　海外の医療に興味を持った僕は，少々英語を勉強するようになりました。米国の医学試験STEP 1 の教本
を買ったり・・，なので初めは英語圏での実習を考えていました。しかし， 5 年時は部活をしていて，カナ
ダやハワイに行くために必要なTOEICなどを受けれず，たまたま仲が良かった相原君が，ドイツ良さそう
じゃないかと言ったのを聞いて，あまり深く考えもせずに芳村先生のもとを訪ねたのでした。つまり，初め
は心臓外科に興味があるからドイツ実習を選んだのではなかったのです。もちろん， 4 年の授業を聞いて循
環器系の勉強には興味はありましたし，その時すでに実習で第一外科を回っていて，心臓手術にも興味はあ
りました。しかし数ある診療科の中で心臓に，ましては心臓外科に興味があったわけではありませんでした。
それどころか当時の僕はきっと将来自分は内科系のドクターになるんじゃないかと思っていたくらいです。
本当に 5 年の ７ 月の時点で当時の自分が選べる選択肢の中からたまたまドイツを選んだのが真実です。（芳
村先生すみません！）
3 ．はっと気づいたのは 2 ，3 月。少し怖気づいたのは 4 月……
　当然ながら，飛行機の手配や実習開始前日のホテルの予約は自分で行わなければいけません。僕は 2 月に
ネット予約を開始しました。一番焦ったのはクレジットカードを持っていなかったということです。 2 月中
はクレジットカードを作ることで終わってしまい， 3 月に入る頃に飛行機のチケットを予約しましたが， 2
か月先のチケットはもうすでに残りが少しという状況でした。
　ドイツ語が必要とは思っていたものの，まだ時間はあると先延ばしにしているうちに 4 月になってしま
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い，焦りました。しかも前年度の先輩は，Skypeなどで本格的に勉強をしてから臨んだとのこと。急いで小
さな旅行用単語帳を買い，You Tubeにてドイツ語講座を探して見始めました。しかし，冷静に考えて間に
合うはずがないと判断した僕は，英語を勉強することを決めました。医療の世界，英語は公用語として通じ
るだろうという思いで，それまで微量ながらに続けていた英語の勉強を継続しつつ，ドイツ語の基本会話を
まとめることにしました。
4 ．始まった実習， 6 （英）： 3 （日）： 1 （独）の割合
　病院に着き，受付に行き英語で自分のことを伝えようとしたら，なかなか伝わらず，持っていた単語帳を
見ながら，ドイツ語で説明をしたら，実習の面倒を見てくれる秘書さんにお会いしました。秘書さんは，仕
事柄なのか，英語で会話してくださいました。
　結局あいさつなどの会話しか勉強してなかった僕は，ドイツ語を話したのは全体の 1 割程度で，基本的に
は英語で会話ができる人と英語で会話することが多かったです。そして，意外だったのは 3 人も日本人の先
生がいるということでした。 3 人とも面倒見がよく，たわいのない話から，その病院のシステム，手術のス
ケジュールや特徴，施設の説明を詳しくしてくださいました。
5 ．臨床実習……もとい，手術実習！
　僕はもともと朝が早いタイプなので， 6 ：30には病院食堂にいました。実習生は食堂が無料だったので，
毎朝パンとハムとスクランブルエッグを食べました。 ７ ：12には食堂近くのカンファレンスルームへ， ７ ：
15から40分くらいのカンファレンスでは，とにかく聞き取れるドイツ語を探りながら，何の話をしているか
に集中していました。一種のドイツ語リスニング講座のような……。カンファレンスが終わると，日本人の
先生（あるいは，気さくな韓国人etc……）とともに部屋へついていき，手術スケジュールを見せてもらい，
勧めてもらった，あるいは自分の見たい手術を見に行くのです。先生に忠告された通り，麻酔科の先生にお
願いをして（ドイツ語で頑張りました。），患者さんの頭側から手術を見て，気になるところをメモする日々
でした。食堂でランチを食べた後はすべて自分次第，手術室でスケジュール表を見て，入りたい手術があれ
ば入り，調べたいものがあったら図書館で調べ物をし，疲れたら帰るといった感じでした。
　第 3 週には，見学していた手術の執刀医の先生が，Do you want to wash your hands?と聞いてくれて，
手洗いをして術野に入らせてもらいました。驚いたことに，僕が術野に入ったことで，三人目の先生は自分
の仕事をしに手術室を後にしたのです。冠動脈バイパス術に入らせていただきましたが，第 2 助手の位置で
開胸から閉胸までを間近で見ることができました。看護師さんも手慣れていて，器具を渡してくれて，些細
なことでも僕にさせてくれました。麻酔科側からでもはっきりと術野は見えますが，ガウンを着て術野に入
るとまるで違う世界でした。手前の 2 週間何度も見ていたバイパス術，しかし，その時まるで違う体験のよ
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うに感じました。
6 ．休日も実習のうちと思うべきだった！
　 3 回土日があったので，行く前から漠然と旅行でもしようかなと思って，鉄道の 5 日間チケットを日本に
いるうちに買っていましたが，具体的な目的地はあまり考えていませんでした。日本人の先生にも言われた
のですが，休日はしっかり旅行するべきでした。せっかく外国に来たのだから，なんとなく過ごすのは本当
にもったいないと思いました。結局 5 か所程旅行することができましたが，ホテルの予約もしなかったので，
遠い所はあまり行けませんでした。（ベルリンへは片道 3 時間を日帰りで行きました。）
7 ．ドイツを考えている人へ
　実習は95％手術です。もし，ドイツ語の勉強の目処が立たなそうな人は，僕は英語を勉強することをお勧
めします。（ちなみに，日本人の先生方は，半年は仕事を休んでドイツ語の勉強だけに費やしたとおっしゃっ
ていました。）とにかく積極性が大事です。ドイツ語がうまくしゃべれないことは向こうの先生方もわかっ
てくれています。片言でもいいから，英語でもいいから聞くこと，お願いすることが大切だと僕は実感しま
した。そして，休日の予定をしっかり立てていくことをお勧めします。僕は奇跡的に現地でサッカーのチ
ケットを手に入れることができましたが，ホテルやイベントの予約をしていくと休日も充実できるはずで
す。もし，気になることがあったら僕や相原君，佐々木君に聞いてください。積極的に！（伊藤：boys.
be.ambitious.let.it.be@gmail.com）
8 ．おわりに，実習ができた喜びと，一番大切なこと
　ドイツから帰る日，空港で飛行機を待ちながら一ヵ月を振り返って，本当に来てよかったと感じました。
日本とは違う世界との出会い，心臓手術の世界の本質に直に触れることができたことが，とにかく自分に
とって衝撃で，最高の 1 ヵ月でした。そして同時に，この素晴らしい経験，機会を与えてくれた先生方に対
する感謝の気持ちがこみ上げてきました。芳村先生はお知り合いの南先生にお願いをしていただき，先生自
身は縁のない病院にも関わらず，学生のために提携を勧めてくださいました。深原先生は御自身が務めてい
た病院ということで，書類作りを手伝ってくださいました。そして現地でお会いした 3 人の日本人の先生は
病院の案内や手術の説明をしてくれただけでなく，僕の勉強になるように課題を与えてくださいました。ま
た，各国から来ている先生方も快く受け入れてくださいました。この貴重な体験はほかの大学にいてはでき
ない。これから海外実習に行く皆さんは僕のように実習終わりにそのことに気づくのではなく，実習前から
先生方の恩に報いるように準備をして，充実した 1 ヵ月を過ごしてほしいと思います。
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